楽しいから学んでいた
とにかく英語に関しては、学ばせないということを意識していました。
なぜなら子どもが自然に興味がわくことが難しいからです。
大人でもめんどくさいことや楽しくないことはしたくないし、
でも興味あることには熱心に取り組めるのは同じです。
そしてどこでも日本語が通じる環境の日本にいて、
英語が話せなくても不便を感じにくいし、触れ合う機会が少ないので
だからこそ幼少期から触れ合える環境つくりが大切だなと思い
習い事の概念を感じさせないTomoniに惹かれました。


自己表現が苦手・周りと同じでいい
よく言えば謙虚さでもありますが、自分の気持ちを伝えることがすごく苦手でした。
特に授業となれば手を挙げることはもちろん、笑われたり自分が間違ったことを発言することを嫌います。
でも自分の意見や考えを伝えなければ、相手に気持ちを汲み取ってもらうことは難しく
どっちでもい、なんでもいいよでは意見がないことと同じとみなされます。
間違うことは悪いことではない、些細なことでも思いを伝えることや、人とのコミュニケーションこそが大切だと感じてもらいたくて
発言をする＝プレゼン力を鍛えたくてTomoniを選びました。

Tomoniを通じていちばんの大きな変化
親子での会話が増えたこと。
それは伝えたいことが増えたからだと思います。
普段子どもはなかなかこと細かく伝えることはしないし
極端な話、楽しかったー！給食おいしかったーなどの報告くらいです。
でも楽しいことや得た知識を話したくなるのは大人も同じです。

それに加えて、子どもはなんでなんだろう。の疑問を持ちます。
そこから自分で調べたり、質問を投げかけたり、自分はこうなのにな。などと
伝えてくれることによって、会話はもちろん
タイピングの練習にもなったり、語彙が増えたり、自ら調べるということで教えられるより知識がついてるのではないかなと思います。

[bookmark: _GoBack]また、だいたいの習い事は基本こどもだけの参加ですが、Tomoniは一緒に聞いたり子どもがどんなことを伝えているかもわかるので、親の私も勉強になります。
送迎の手間もないので、家事ができることも助かります。






